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はじめに 

本要項は実施要項記載の基本の時間割をもとに作成されている。立合の流れは必ずしも本

要項を遵守する必要はなく、状況によって柔軟に改変することができる。 

 

・試合の進行方法は立合と両対戦校の三者による協議をもって決定する。 

・立合は事前に都学連ホームページから必要書類（後述）をダウンロードし、必要に応じて

印刷するなどの準備をすること。 

・試合中に異常が発生した場合は進行を一時中断し、立合と両対戦校による三者協議で解決

すること。解決が難しい場合、何が起きてどうやって解決したか等の事情を学連に報告する

こと。 

 連絡先：03-6910-0791 （東京都学生弓道連盟 事務所） 

 

立合書類の提出方法 （公式記録用紙のみ） 

 PDF 形式で記録用紙を以下のリンクから Google フォームを介して送信 

試合終了後、記録用紙に誤りがないことを確認した後、直ちに行ってください。 

 

リンク：  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd_xZZMfl3_5S_kf87IN1CtCtvvU17CAJoNF

UQp7Q0KpFyPDg/viewform 
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当日の流れ 

立合同士でコミュニケーションをとる必要があるため、立合同士が同じ場所にいることが

望ましい。 

例１：A 大学と B 大学が同時に競技を行い、C 大学が立合を務める場合 

→Zoom の部屋を２つ作り、それぞれに立合が１人ずつ入る。 

ブレイクアウト機能を使うと円滑に行えます。 

 

例 2：A 大学と B 大学が交互に競技を行い、C 大学が立合を務める場合 

→ブレイクアウトルームは作成せず、各大学の撮影①②・確認用と C 大学の立合 1 名の計

7 名で Zoom 接続を行う形で進行。 

 

 

 

部屋１ 部屋２ 

一つの部屋で進行 
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それぞれの立合が用意する書類 

・立合要項 

（本紙） 

・団体戦公式記録用紙 

都学連ホームページよりダウンロードして印刷してください。手書き用を印刷してそれに

直接書き込み写真を撮るか、直接入力用に入力して変換するか、いずれかの方法で PDF の

形式で学連まで送信してください。 

・立合状 

都学連ホームページよりダウンロードして印刷してください。 

・選手登録用紙 

都学連ホームページから、ご確認ください。 

・東京都学生弓道連盟規約（＋規約の解釈付） 

・ストップウォッチ 

注意点 

※各大学で行われる試合を、Zoom を利用して相互、立合が監視する。 

※立合は、行射中の大学を撮影しているカメラについて、一方で行射をしている選手が常に

映ること、一方で的場全体が映ることを確認する。 

試合の流れ 

※（）内の時間は午後の女子試合の場合 

 

9:00   道場準備完了 

（13:00） 

9:30   両校代表者と立合の三者でつなぐ 

（13:30） ・同時に行射を行う場合 

      ブレイクアウトルーム① A 大学撮影用(的場、射場)、立合、B 大学確認用 

 ブレイクアウトルーム② B 大学撮影用(的場、射場)、立合、A 大学確認用 

 →確認、的中の報告がおよそ同時に行われることから、部屋が２つ必要となる。 
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9:40   附け矢開始 

（13:40） ・立合の、「附け矢を開始して下さい」の号令で開始 

     ・この間に立合状を連絡用オープンチャットに写真で提出 

10:20   附け矢終了 

（14:20） ・頃合いをみて立合が「持ち矢で附け矢を終了してください」と号令をかけ終了 

10:40   試合開始 

（14:40） ・選手が本座に整列して待機 

      立合   ：「競技を開始してください」と Zoom で伝える。 

      各大学記録：「本座にお進みください」、「射位にお入りください」と通常通り   

            のアナウンスを行い、選手を射位に入れる。 

      選手の準備ができたら、「行射を開始してください」とアナウン  

   スをする。立合はこのアナウンスを聞いたらストップウォッチ 

をスタートさせる。 

 

 ※的中確認は、「第 69 期新人戦実施要項」内の注意点に記載されている 

「的中確認方法や文言について」を参照。 

 ※同時に行射する場合、一回目と二回目の間に最大 15 分のインターバルを置いて 

  も良い。両対戦校・立合の三者が事前に話し合い、決定する。 

   

 ※選手交代する場合 

 選手交代があるときは、選手交代をする大学から相手校、立合に都学連が指定

 する書類を用いて共有する。方法は三者協議で事前に定める。 

 （LINE グループなどを作っておくとスムーズ。Zoom のチャットや口頭でも可） 

 交代が双方に受理されるまで次の立ちは開始しないように注意する。 

 

 

12:00 頃 試合終了 

（16:00 頃）・全ての行射終了後、記録を照合し、立合が公式記録用紙に不備がないこ 

   とを対戦校に確認。確認後、Zoom を閉じ、立合が公式記録用紙を本紙２ 

   ページ記載の方法にて可及的速やかに提出。 

 

 

以上、 


